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Abstract 
The structural model relating Social Adaptability which is composed of intra-personal 
skills, inter-personal skills, and adaptability/control, to psychological well-being was tested. 
Intra-personal skills were measured by the Web Interpersonal Self-efficacy Scale and the 
Web Assertiveness Cognition Scale, inter-personal skills were measured by the Web 
Interpersonal Skills Scale, and adaptability/control was measured by the Web Self-Control 
Schedule. The proper reliabilities and validities of each internet assisted scale were provided 
in this study. The results indicated that inter-personal skills and adaptability/control were 
identified as the predictors of somatization, anxiety, interpersonal sensitivity, and 
depression. Adaptability/control was directly related to the symptoms and influenced the 
symptoms through the mediators of inter-personal skills as well. Intra-personal skills were 
not identified as the predictors of four symptoms, but the skills were shown to influence the 
symptoms through the mediators of both inter-personal skills and adaptability/control. 
Findings suggested promising points of using the Internet Scales to enhance the 
psychological prevention, and implications for social adaptation trainings based on cognitive 
behavioral therapy were discussed. 
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されている（Spek, Nyklícek, Cuijpers, & Pop, 2008; Tippins, Beaty, Drasgow, Gibson, Pearlman, 
Segall, & Shepherd, 2006)。うつ症状のインターネット・スクリーニング尺度も開発され、うつ病の
予防に有効であることも示されている（Spek et al., 2008）。インターネットによる心理テストは受検
において不正行為が発生しやすいことなど、信頼性と妥当性に関連した問題点も指摘されているが、
インターネット媒介によるコンピュータ入力の心理テストは、総合的に有効であり、将来性のあるア
セスメント方法であるといえる（Buchanan, 2003; Coles, Cook, & Blake, 2007）。 
精神的健康についての問題を抱える大学生が増加の傾向にあり、女子大学生は特にうつの発症リス













康とみなされる人の状態を適切に把握する質問紙として、HSCL（Hopkins Symptom Checklist; 
Derogatis, Lipman, Rickels, Uhlenhuth, & Covi, 1974；Lipman, Covi, & Shapiro, 1979）がある。




























社会的コンピテンツおよび社会的スキルと類似の概念（Wenzel, Graff-Dolezal, Macho, ＆ 
Brendle, 2005）に、感情知能（emotional intelligence; Bar-On, Brown, Kirkcaldy, & Thomé, 2000)
がある。感情知能と対人関係との関連についての研究（Schutte, Malouff, Bobik, Coston, Greeson, 
Jedlicka, Rhodes, & Wendorf, 2001）では、感情知能は感情の意味や感情間の関係を認識する能力お
よびその認識に基づいて思考し、問題を解決する能力と定義（Mayer, Carso, & Salovey, 2008）され
ているが、Bar-On, Tranel, Denburg, & Bechara (2003）は、感情知能を環境からの要求や圧力に適
切に対応する能力と包括的観点から定義している。Bar-on et al.（2000, 2003）の感情知能はミック
スモデルと呼ばれ、パーソナリティ特性、認知された感情能力、コンピテンツも含まれていて、精神
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感情知能の代表的な測定尺度は、Bar-on et al. (2003）の EQ-i(Emotional Quotient Inventory)で
あり、133 項目、10 の下位尺度からなる。Bar-on et al. (2000）は、これらの下位尺度は日々の生活
における要請やプレッシャーに効果的に対処する総合的能力を反映する多面的な要因の列挙である
とし、これらの下位尺度の多くはこれまでに研究されてきた認知行動理論に基づくストレス耐性要因
と重複するものが多い。以上のことから Bar-on et al.の感情知能は幅広い社会適応力を評価するもの
であり、既成のストレス耐性要因に関する心理テストで測定することが可能である。そこで本研究に












練が有効な方法として確立されている (中野, 2005, 2009)。 
本研究においては、精神的健康に重要な影響を及ぼす要因として、Gresham (1988)の社会的コン






























対象者は 2 つのサンプルからなる。サンプル 1 の対象者は Web 調査ページへアクセスし、質問項
目に回答した女子大学生 313 名（M＝18.75, SD＝1.93）であった。データ収集方法は、web 上に質
問項目を公開し、対象者が回答するインターネットリサーチ形式を採用した。対象者は、授業課題と
して Web 質問項目への回答とそれに変わる課題のうち、Web 質問項目への回答を選択した学生であ
った。さらにサンプル 1 の対象者については、3 ヵ月後に集団試行により従来の紙媒体による質問紙
により精神的健康度の測定を行っている。 
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サンプル 2 の対象者は 195 名の女子大学生（M＝19.17, SD＝2.58）であり、サンプル１の対象者
と同様に、授業課題としての Web 質問項目への回答とそれに変わる課題のうち、Web 質問項目への










ーションできるかに関する自信について尋ねる 9 項目から構成されている。9 項目は不安や怒りを感
じたり、困ったりする状況に出くわした場合、自分はどのように感じるか想像し、その状況から生じ
る緊張感や苦痛に耐えられ、その課題を行うことができるかどうか、その自信の程度を「まったく自
信はない（1）」から「自信がある（４）」の 4 の段階で回答する。9 つの不安、怒り、困惑、緊張を






を手に入れたりする人のもつ正当な権利(Alberti & Emmons, 2001 )を主張する考え（B）のいずれか
を選択する形式になっている。正当な権利を主張する考え（B）は、精神身体的健康の維持に重要な






 Web 社会的スキル尺度は、成人用の自己評定式のソーシャルスキル尺度(相川・藤田, 2005)の 6 つ


















The Hopkins Symptom Checklist (HSCL; Derogatis, et al., 1974; Lipamn, et al., 1979)は、54 項
目からなる自己報告形式の症状調査票である。5 つの下位症状からなり、1800 人の精神科患者と 700
人の健常者を対象に標準化され、精神身体的健康に何らかの問題を抱えている人の状態を把握する調
査票として広く使われている。日本語版 HSCL（Nakano & Kitamura, 2001）も 54 項目からなり、
高い信頼性と妥当性により 5 つの症状の測定に有効であることが示されている。HSCL の質問項目へ
の回答は、54 の症状にどの程度悩まされたか、「3：非常に」から「0：ぜんぜんない」の 4 段階で行
う。本研究においては HSCL の下位症状のうち、「心身症状」、「不安症状」、「対人関係過敏症状」、「抑






対人自己効力感に関する質問項目の 9 項目について主因子解を求め、固有値 1 以上の基準でプロマ
ックス回転による因子分析を行った。この探索的因子分析の結果、 3 つの因子が検出された。3 つの
因子の累積分散 59.91％のうち第１因子が 43.71％を説明し、第 1 因子は第４と第９項目を除く７つ
の項目からなり、Web 対人自己効力感尺度を１因子構造の尺度とすることとした。７つの項目とそ
201
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の因子負荷量を、Table１に示した。Web 対人自己効力感尺度の信頼性は、内的一貫性を用いて測定








Table 1  Items and Factor Loadings of Web Intra-Personal Self-Efficacy
















自己主張の認知に関する質問項目の 14 項目について主因子解を求め、固有値 1 以上の基準でプロ
マックス回転による因子分析を行った。この探索的因子分析の結果、4 つの因子が検出された。４つ
の因子の累積分散 51.95％のうち第１因子は 43.44％を説明し、第 1 因子は項目 10 と項目 11 を除く
12 項目から構成されていたため Web 自己主張認知尺度は 12 項目からなる 1 因子構造の尺度とする













Table 2  Items and Factor Loadings of Assertiveness Cognition





























































３） Web 対人関係スキル尺度 
 Web 対人関係スキル尺度の項目として採用した「関係開始」「解読」「関係維持」の下位尺度の 20
項目について主因子解を求め、固有値 1 以上の基準でプロマックス回転による因子分析を行った。こ
の探索的因子分析の結果、3 つの因子が検出された。第 1 因子は相川（2005）のソーシャルスキル尺
度の「関係開始」項目と一致する 8 項目、第 2 因子は「解読」項目と一致する 8 項目、第 3 因子は「関
係維持」項目と一致する 4 項目からなり、Web 対人関係スキル尺度を「関係開始」「解読」「関係維
持」からなる評価尺度とした。Web 対人関係スキル尺度の信頼性は、内的一貫性を用いて測定され、
「関係開始」「解読」「関係維持」の 3 つの下位尺度においてそれぞれ Cronbach’s α= .93, Cronbach’s 
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た。Web 社会的スキル尺度が 3 因子構造であることの妥当性を検討するために、「関係開始」「解読」
「関係維持」からなる 3 因子モデルの適合度をサンプル 2 において算出し、検証的因子分析による構
成概念妥当性の分析を行った。Web 社会的スキル尺度の 3 因子モデルに関する検証的因子分析の結





日本語版 SCS（Nakano, 1990）における建設的コントロール下位尺度の 25 項目について主因子
解を求め、固有値 1 以上の基準でプロマックス回転による因子分析を行った。この探索的因子分析の
結果、7 つの因子が検出された。第 1 因子は「感情のコントロール」の 6 項目、第 2 因子は「問題解
決」の 6 項目からなり、7 つの因子の累積分散 47.72％のうち第１因子と第 2 因子の合計が 34.29％
を説明した。この因子分析の結果から、Web セルフコントロール尺度を「感情のコントロール」と
「問題解決」からなる評価尺度とすることとした。Web セルフコントロール尺度における「感情の
コントロール」と「問題解決」の項目とその因子負荷量を Table 3 に示した。Web セルフコントロー
ルスケジュールの信頼性は内的一貫性を用いて測定され、「感情のコントロール(Cronbach’s α 
= .80)」と「問題解決(Cronbach’s α = .76)」の 2 つの下位尺度において尺度として確立して行く可
能性を示す値であった。 
 
Table 3  Items and Factor Loadings of Self-Control Schedule
         Item    
セルフコントロール　（Cronbach’s α  = .80) factor 1 factor 2
9． 不愉快な考えが頭から離れないとき、楽しいことを考えるようにする .98 -.09
4． 気分が落ち込んだときには楽しいことを考えるようにする .67 -.07
10．意気消沈しているとき、気分が変わるように元気よく振舞う .61 .12
11．気分が落ち込んだときには、自分の好きなことをしてできるだけ忙しくする .50 .03
3． 考え方を変えることにより、そのことに対する感情を変えることができる .33 .08
16．失敗したときのいやな気分を克服するために、まだやり直しができると自分に言い聞かせる .32 .11
問題解決　（Cronbach’s α  = .76）
6． 読書をしていて集中できないとき、集中力を高めるための方法を見つけ出す -.11 .83
12．身を入れて仕事や勉強ができないとき、集中できる方法を見つける .08 .72
7． 仕事や勉強をするとき、関係のないものはすべて片付ける .04 .50
15．悪い習慣は克服して自尊心を高めるようにする .13 .48
8． 悪い習慣を止めようとするとき、その習慣が止められない原因をまず見つけるようにする .00 .41
13．先にしなければならないことをしてから、自分の好きなことをする -.03 .30
第3因子：17,18,19 第４因子：14,21 第５因子：22,23,24 第６因子：1,2,5 第７因子：
20,25





検討した。Web セルフコントロール尺度が 2 因子構造であることの妥当性を検討するために、「感情
のコントロール」と「問題解決」からなる 2 因子モデルの適合度をサンプル 2 において算出し、検証
的因子分析による構成概念妥当性の分析を行った。Web セルフコントロール尺度に関する検証的因






の社会的コンピテンツの下位概念としての社会的スキルと Bar-on et al.（2000, 2003）の感情知能に
基づいて機能的に定義した。さらに、これまでにストレス耐性要因および精神的健康促進要因として
研究されてきた認知行動理論に基づいて、本研究における社会適応力は対自己スキル、対人関係スキ







　Table　4  Correlations between Social Adaptability Measures and Symptoms
 M  (SD ) 心身症状 不安症状 うつ症状 対人過敏
対人自己効力 17.36 (4.55) n.s. -.14 * n.s n.s.
対人スキル・開始 20.09 (5.70) -.17 ** -.28 ** -.30 ** -.32 **
対人スキル・維持 12.13 (1.88) -.13 * n.s. -.40 * -.11 *
対人スキル・解読 23.21 (4.17) -.18 ** -.21 ** -.27 ** -.33 **
感情コントロール 21.18 (5.64) -.15 ** -.16 ** -.23 ** -.24 **
問題解決 17.93 (5.02) -.12 * -.13 * -.17 ** -.22 **
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本モデル（Fig.1）に対して、最尤法により共分散構造分析を行った結果、適合度指標は GFI = .93, 









Fig. 1 Standardized Parameter Estimates of the Structural Model 
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